
W と は､ 子ども自身があらゆる暴力から自分の心と体を守る教育プログラムです
｡
手どもたらには､ 自分の大切さと暴力

から身を守る具体的な方法を教え､ 大人のみなさんには ､ 子ともの持つ力を唐じ子どもの心の手当ての方法をお伝えします｡

C A P は3 5 年余りの歴史を持つプログラムです
｡ 地域や手どもたちの抱える不安を､ 勇気に換えてい < 点が高< 評価されて

きました｡ 働を交えてのわか りやすい内容です｡ 今回は ､ 大人の方にC A P の内容に ついてお知らせ した いと思います｡
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主催 : ｢ こどもの あん しん ･ じしん ･ じゆう｣ を考えるC A P の会
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参加 した子どもたちの感想から

* 今までは友だちがいやなめにあっ ても自分は関係ないと思 っ ていたけど､ これからは友だちの力にな

っ て行きたい｡

* ほ < は､ あの話を開いて､ 命っ て大切なんだな あ と思っ た｡ 人間は 『安心
･ 自信 ･ 自由』 がな< なる

とどうすることも出来な< なるんだなあと思っ た｡

* C A P の人たらはみんな優し< て話 しやすか っ たです｡ 嫌いな友達とも軽< 話せるようになりました｡

3 年生からの悩みが 飢 l しょ うできて とても うれ しいです｡
■

これからも､ 安心 ･ 自信 ･ 自由を忘れな

いように します｡

* げきもおも しろ< て､ 叫び声もおそわ っ た し､ 自分のためになっ た｡

参加した大人の方たちの感想から

* 子供の話に耳牽かたむけてあげるこ とが､ 本人(こ ども) の自己肯定感につながる とい うことがよ<

わカl りま した｡

* 実際自分の子供がい じめをしてる側 ､ されて る側になっ た時､ 親として どのような対処をすればい

いか考えさせられま した｡ とても身近な話だ っ たの で､ わかりやす< 教えて いただけてよか った で

す ｡ 親が子供に接する時な どの注意点(目を見て ､ うなず < ) な どとてもわかりやす< ､ 反省するこ

とも多か っ たです｡

* 様々なロ ー ルプレイを通 して ､ 実際自分だ った らどうするか考えさせられた ところが良か っ たです｡

* 子供の持つ権利(安心 ･ 自信 ･ 自由) を発揮 できる力を善い ･ 育てるためには､ 子供を取 り巻< 保護

者や大人がきちんと信頼関係を作り上げ､ 大人達が意識向上をして いかな< てはいけない と

い う感を強< 持ちま した｡
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′ ｢ こどものあん しん ･ じしん ･ じゆう｣ を考えるC A P の会

｢ こどものあん しん ･ じ しん ･ じゆう｣ を考えるC A P の会は､ こ どもとこ どもを取り

巻< 大人の方へ 自尊心を高めるため のワ ー クショ ッ プを提供 して います｡
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｢ 自分には安心 して自信を持ち ､ 自由な選択肢を持っ て｣ 生きる権利があるのだと実感してもら 丑

えるようにと願っ てい ます｡ 1

1 9 9 6 年より活動を開始 しています｡ 地域の皆様との交流を通 し､ C A P グル
ー プ正会員 とし l

ヽ

て､ 今後とも自分の権利を持って ､ 立つ ことのできる力にな りたい と考えてい ます｡
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